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巡回拠点設置校 北区立王子第五小学校 校長 大口恵司 

巡回指導教員 

 「特別支援教室」では、学習や友達関係など学校生活の中で困っていることについて、個別や小集団での指導

を行っています。「巡回指導教員」が各校に出向いて指導しています。 

●こんなことで困っていませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特別支援教室は、子供を支えるサポートの一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

※お子様の学級にも、もっと勉強や生活がしやすいように力をつけるために 

特別支援教室へ通う子がいるかもしれません。もし、おうちで特別支援教 

室の話題が出たら、「一緒に応援してあげようね」と温かい気持ちでお答え 

いただけるとありがたいです。 

 特別支援教室のご案内 

自分の気持ちが 

上手く伝えられないよ 

すぐにカッとしたり、嫌にな

ってやめちゃったりするんだ 

マスに字が入らないよ 

黒板の字を写すのに、 

時間がかかるよ 

特別支援教室で 

週に１～２時間

トレーニング 

なんだか、 

今までよりできるようになったよ！ 

教室での勉強が楽しくなったよ！ 

  

 

 どうしても手いたずらや 

よそ見をしちゃうんだ 

 

漢字、たくさん練習している 

のに覚えられないよ 

 

 

授業時間に指導を行います。 

教室を抜ける時間については、担任と調整しています。 

指導開始時に決めた目標が達成したら指導終了となります。 

指導期間は原則１年間と定められています。必要に応じて 

目標や指導方法を見直し、継続手続きをしていきます。 

 

 

 
 

 

授業観察をする際には、巡回

指導教員も各校の職員とし

て、対象児ではなくても教室

内での支援や指導を行うこ

とがありますので、ご了承く

ださい。 

登下校の安全を見守る 

→交通安全指導員 授業中のつまずきを指導する 

→学力パワーアップ講師 

学校や家のことで悩んでいる

子供の相談を受ける 

スクールカウンセラー 

特別支援教室で、学習や友達関係

などで困っていることを指導する 

巡回指導教員 

 
なんとなく授業に 

集中できないんだ 



 

 

 

 

●指導について 

※一つの行動の背景には、様々な要因が予想され、それに対する手だてが考えられます。その子に合った支援方

法を見付け、学級担任に伝えるとともに、個別による指導で、つまずいている部分をトレーニングしたり、別の

手段を提案したりすることで、本人が困っていることを改善したり、軽減したりしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

●特別支援教室の利用の希望や相談をしたい場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
どうしてノートが写せ

ないんだろう 

まずは、学級担任や特別支援コーディネーターにお伝えください。 

 

 

そのほかの指導の具体例 

・目のトレーニング 

・話し手に注目する練習 

・言われたことを少し覚えておく、メモをする練習 

・社会生活をする上でのルールを確認したり、振り返ったり

する練習 

・先生や友達に質問したり、気持ちを伝えたりする練習 

 

 
なんとなく授業に 

集中できないんだ 

 

情報 

ｈａ  

授業中の観察・担任の話から… 

・ノートを写すときに困っている。 

・ノートを書いたあとに集中力が切

れていることが多い。 

書く力を伸ばせば集中する

時間が延びるんじゃないか 

 

計画をもとに、「見る・聞く・集中する・記憶

する」といった“学習の元になる力”を個別

でトレーニングしたり、自分の行動や気持ちを
振り返り、友達の気持ちを考えたりする学習な

どを積み重ねていきます。 

観察・担任へのアドバイス 
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※ノートをとるために必要な力を高める指導 

・平仮名や漢字を文字として捉える力 

・ぱっと見て、単語として読み取る力 

・見たものを少し覚えておく力 

・ぱっと見るための、目のピントを合わせる力 

・必要な部分を見るための集中力 

・ノートのどこに書けばよいのか、という空間把握能力 

・ノートのマスに字を収めるための手の器用さ 等 

 

例 

早い段階でその子が学習や学校生活で困っているということに気付き、適切な支援や指導につなげる

ことで、自信をもって学校生活を送れる可能性が広がります。 
 


